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  恋愛と結婚に見る「近代」神話 
 
 
杉 村 安幾子 
 
１．序 ――「ボヴァリー夫人は私である」 








   『囲城』が出版されてから、多くの女性読者が手紙を寄越し、根掘り葉掘り尋ねてきま
した。私自身が作品中の男性主人公ではないのかとか、結婚生活が意にかなうものではな




























































































































大学）であり、創立は 1895 年。1905 年の科挙廃止に伴う学校教育制度の確立
や教育振興策などに関しては前稿でも紹介したため、ここでは詳しい言及は避
けるが、一点指摘すべきは 1920 年に北京大学に 9 名の女子学生が聴講生とし
て入学したことである。この 9 名が中国の国立大学では初の女子学生となる16
が、その二年後の 1922 年には学制が改められ、全国の高等教育機関（教会経








































































































































































































































































































































                                                        
1 銭鍾書は、正確には 1979 年 5 月 9 日にカリフォルニア大学バークレー校を
訪れている。当日は午後 2 時から東方語文学科の応接室において、午後 5 時か
ら図書館において座談会が催された。詳しくは注(2)に拠る。 
2 水晶「侍銭“抛書”雑記――両晤銭鍾書先生」（『銭鍾書研究』第二輯、文
化芸術出版社 1990 年 11 月） 
3 水晶前掲書 
4 拙稿「銭鍾書『囲城』解読１――“近代”中国のさまよえる知識人達」（『言
語文化論叢』第 13 号 金沢大学外国語教育研究センター2009 年 3 月） 
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5 楊絳「記銭鍾書与『囲城』」（『楊絳文集』第二巻、散文巻・上 人民文学
出版社 2004 年 5 月） 
6 楊絳前掲書 







8 張競著『近代中国と「恋愛」の発見』岩波書店 1995 年 6 月 




11 銭基博著『現代中国文学史』文海出版社 1981 年 5 月。初版は『現代中国文
学史長編』として無錫国専学生会より 1932 年 12 月に出版されている。 
12 張競前掲書 
13 厨川白村著『近代の恋愛観』改造社大正 11（1922）年 10 月 


















                                                                                                                            
その婚約者は大分以前に亡くなっているという設定である。 
16 中国で最も早く男女共学を実施したのは広州の嶺南大学で 1905 年のことで
あったが、嶺南大学は教会の経営する私立大学であった。中国の近代女子教育
に関しては、李華興主編『民国教育史』上海教育出版社 1997 年 8 月と金以林
著『近代中国大学研究』中央文献出版社 2000 年 2 月を参照した。 
17 湯晏著『一代才子銭鍾書』上海人民出版社 2005 年 5 月 
18 楊絳前掲書 
19 水晶前掲書 
20 呉学昭著『聴楊絳談往時』生活・読書・新知三聯書店 2008 年 10 月に、東
呉大学時代の楊絳が「優等生であり、化粧をせず、出しゃばりでもなく、あま
りガリ勉でもなかったので、級友達から受け入れられていた」とある。 
21 「中華ソヴィエト共和国婚姻条例」（1931 年 12 月 1 日公布・施行）。中国
女性史研究会編『中国女性の 100 年――史料にみる歩み』青木書店 2004 年 3
月の引用に拠る。 
22 顧鑑塘、顧鳴塘著『中国歴代婚姻与家庭』商務印書館 1996 年 12 月 
23 陳顧遠著『中国婚姻史』岳麓書社 1998 年 9 月 
24 注(21)前掲書 
25 陳益民主編『老新聞――民国旧事（1928-1931）』天津人民出版社 1998 年












叢』第 6 号 金沢大学外国語教育研究センター2002 年 3 月）、「楊絳『風絮』
試論・続――すれ違う三者の物語」（『言語文化論叢』第 7 号 金沢大学外国
語教育研究センター2003 年 3 月）を参照されたい。 
31 白水紀子著『中国女性の 20 世紀――近現代家父長制研究』青木書店 2001
年 4 月に詳しい。 
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32 孫雄飛「銭鍾書、楊絳談『囲城』改編」（解璽璋主編『囲城内外――従小説
到電視劇』世界知識出版社 1991 年 8 月） 
33 張羽「従『囲城』看銭鍾書」（湯溢澤編『銭鍾書「囲城」批判』湖南大学出
版社 2000 年 12 月）。初出は『同代人』第一巻第一期 1948 年 4 月。 
34 無咎「読『囲城』」（『小説』月刊第一巻第一期 1948 年 7 月） 
35 楊志今「怎様評価『囲城』?」（『新文学論叢』1984 年第三期） 
36 徐啓華「評『囲城』」（『書林』1984 年第四期） 
37 張競前掲書 
38 銭鍾書著『談芸録』中華書局 1986 年 5 月 
 
【附記】 
 本稿は科学研究費補助金の交付を受けた若手研究（B）「1940 年代文学に見
る“中国近代”の隘路」（課題番号 19720077）による研究成果の一部である。 
